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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気テープを巻装可能なリールと、
　前記リールを収容可能なカートリッジ本体と、
　前記リールに巻装された前記磁気テープに取り付けられ、前記カートリッジ本体内に収
容された第１位置と前記カートリッジ本体外に取り出された第２位置との間で移動可能な
リーダーピンと、
　前記カートリッジ本体内に設けられると共に、前記リーダーピンの移動により前記カー
トリッジ本体に当接可能な当接部を有する保持具と
　を備え、
　前記保持具は、
　先端部が前記リーダーピンの移動の経路内に突出すると共に前記リーダーピンの移動に
追従して弾性変形可能な弾性部材と、
　前記カートリッジ本体の内面に取付け可能な取付部材と、
　前記取付部材と前記弾性部材とを繋ぐ連結部材と
　を有し、
　前記カートリッジ本体は、前記弾性部材および前記連結部材を収容する収容溝を有し、
　前記連結部材は、前記弾性部材側の第１折り曲げ部と、前記取付部材側の第２折り曲げ
部とを有し、
　前記当接部は、前記第１折り曲げ部により構成されると共に、前記リーダーピンの移動



(2) JP 6094519 B2 2017.3.15

10

20

30

40

50

により前記収容溝に当接可能であり、
　前記収容溝は、前記リーダーピンの移動により前記当接部が当接可能な受け部を有し、
　前記受け部は、前記取付部材または前記弾性部材に対して傾斜した面である
　磁気テープカートリッジ。
【請求項２】
　前記リーダーピンが前記第１位置にある場合に、前記当接部と前記収容溝との間にクリ
アランスが設けられている
　請求項１記載の磁気テープカートリッジ。
【請求項３】
　前記当接部は、前記リーダーピンの前記第２位置から前記第１位置への移動により前記
収容溝に当接可能である
　請求項１または２に記載の磁気テープカートリッジ。
【請求項４】
　前記第１折り曲げ部および前記第２折り曲げ部は、前記取付部材または前記弾性部材に
対して直角または略直角の折り曲げ角度を有する
　請求項１ないし請求項３のいずれか１つに記載の磁気テープカートリッジ。
【請求項５】
　前記直角または略直角の折り曲げ角度は、９０°プラスマイナス５°の範囲である
　請求項４記載の磁気テープカートリッジ。
【請求項６】
　前記受け部は、前記収容溝に設けられた突起部である
　請求項１ないし請求項５のいずれか１つに記載の磁気テープカートリッジ。
【請求項７】
　前記第１折り曲げ部および前記第２折り曲げ部は、鋭角の折り曲げ角度を有する
　請求項１ないし請求項３のいずれか１つに記載の磁気テープカートリッジ。
【請求項８】
　前記鋭角の折り曲げ角度は、８５°以上９０°未満の範囲である
　請求項７記載の磁気テープカートリッジ。
【請求項９】
　前記第１折り曲げ部および前記第２折り曲げ部の内側半径は１．０ｍｍ以下である
　請求項１ないし請求項８のいずれか１つに記載の磁気テープカートリッジ。
【請求項１０】
　磁気テープを巻装可能なリールと、
　前記リールを収容可能なカートリッジ本体と、
　前記リールに巻装された前記磁気テープに取り付けられ、前記カートリッジ本体内に収
容された第１位置と前記カートリッジ本体外に取り出された第２位置との間で移動可能な
リーダーピンと、
　前記カートリッジ本体内に設けられると共に、前記リーダーピンの移動により前記カー
トリッジ本体に当接可能な当接部を有する保持具と
　を備え、
　前記保持具は、
　先端部が前記リーダーピンの移動の経路内に突出すると共に前記リーダーピンの移動に
追従して弾性変形可能な弾性部材と、
　前記カートリッジ本体の内面に取付け可能な取付部材と、
　前記取付部材と前記弾性部材とを繋ぐ連結部材と
　を有し、
　前記カートリッジ本体は、前記弾性部材および前記連結部材を収容する収容溝を有し、
　前記連結部材は、前記弾性部材側の第１折り曲げ部と、前記取付部材側の第２折り曲げ
部とを有し、
　前記当接部は、前記第１折り曲げ部により構成されると共に、前記リーダーピンの移動
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により前記収容溝に当接可能であり、
　前記収容溝は、前記リーダーピンの移動により前記当接部が当接可能な受け部を有し、
　前記受け部は、前記取付部材または前記弾性部材に対して直角または略直角である
　磁気テープカートリッジ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、磁気テープの端部にテープ引出し用のリーダーピンを備えた磁気テープカー
トリッジに関する。
【背景技術】
【０００２】
　磁気テープカートリッジは、容量の多さ、保存性の良さなどの理由から、ハードディス
クやサーバのバックアップなど大量のデータを保存するための記録媒体として根強く利用
されている。磁気テープカートリッジにはさまざまな構成・規格があるが、例えば、単一
のリールに磁気テープを巻装し、このリールをカートリッジ本体内に回転自在に収容した
単リール型のものが知られている。
【０００３】
　このような単リール型の磁気テープカートリッジにおいては、使用時に記録再生装置側
に設けられた巻取リール（テイクアップリール）へ磁気テープを引き出すための部材が、
磁気テープの一端に固着されている。この部材は、非使用時には、カートリッジ本体のテ
ープ引出口近傍に取り付けられた係留部材によって所定の位置に係留されている。
【０００４】
　例えば、ＬＴＯフォーマット（リニアテープオープンフォーマット）の磁気テープカー
トリッジにあっては、磁気テープの一端に取り付けられている部材がリーダーピンに対応
し、それをカートリッジ本体の所定位置に係留する部材が保持具に対応する（例えば、特
許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１８８８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１では、保持具は、カートリッジ本体に設けられた収容溝に緩やかに嵌め込ま
れている。そのため、リーダーピンがカートリッジ本体内から記録再生装置側へ、または
記録再生装置側からカートリッジ本体内へ移動するのに伴って、カートリッジ本体内での
保持具の位置が変動するおそれがあり、より改善の余地があった。
【０００７】
　本開示はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、カートリッジ本体内での
保持具の位置変動を抑えることが可能な磁気テープカートリッジを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本開示の第１の磁気テープカートリッジは、磁気テープを巻装可能なリールと、リール
を収容可能なカートリッジ本体と、リールに巻装された磁気テープに取り付けられ、カー
トリッジ本体内に収容された第１位置とカートリッジ本体外に取り出された第２位置との
間で移動可能なリーダーピンと、カートリッジ本体内に設けられると共に、リーダーピン
の移動によりカートリッジ本体に当接可能な当接部を有する保持具とを備える。保持具は
、先端部がリーダーピンの移動の経路内に突出すると共にリーダーピンの移動に追従して
弾性変形可能な弾性部材と、カートリッジ本体の内面に取付け可能な取付部材と、取付部
材と弾性部材とを繋ぐ連結部材とを有する。カートリッジ本体は、弾性部材および連結部
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材を収容する収容溝を有し、連結部材は、弾性部材側の第１折り曲げ部と、取付部材側の
第２折り曲げ部とを有し、当接部は、第１折り曲げ部により構成されると共に、リーダー
ピンの移動により収容溝に当接可能であり、収容溝は、リーダーピンの移動により当接部
が当接可能な受け部を有し、受け部は、取付部材または弾性部材に対して傾斜した面であ
る。
　本開示の第２の磁気テープカートリッジは、磁気テープを巻装可能なリールと、リール
を収容可能なカートリッジ本体と、リールに巻装された磁気テープに取り付けられ、カー
トリッジ本体内に収容された第１位置とカートリッジ本体外に取り出された第２位置との
間で移動可能なリーダーピンと、カートリッジ本体内に設けられると共に、リーダーピン
の移動によりカートリッジ本体に当接可能な当接部を有する保持具とを備える。保持具は
、先端部がリーダーピンの移動の経路内に突出すると共にリーダーピンの移動に追従して
弾性変形可能な弾性部材と、カートリッジ本体の内面に取付け可能な取付部材と、取付部
材と弾性部材とを繋ぐ連結部材とを有する。カートリッジ本体は、弾性部材および連結部
材を収容する収容溝を有し、連結部材は、弾性部材側の第１折り曲げ部と、取付部材側の
第２折り曲げ部とを有し、当接部は、第１折り曲げ部により構成されると共に、リーダー
ピンの移動により収容溝に当接可能であり、収容溝は、リーダーピンの移動により当接部
が当接可能な受け部を有し、受け部は、取付部材または弾性部材に対して直角または略直
角である。
【０００９】
　本開示の第１および第２の磁気テープカートリッジでは、保持具が、リーダーピンの移
動によりカートリッジ本体に当接可能な当接部を有している。よって、リーダーピンの移
動により保持具の位置が変動した場合に、当接部がカートリッジ本体に当接することによ
り、それ以上の位置変動が規制される。すなわち、当接部がストッパーとしての機能を有
することが可能となる。
【発明の効果】
【００１０】
　本開示の第１および第２の磁気テープカートリッジによれば、保持具に、リーダーピン
の移動によりカートリッジ本体に当接可能な当接部を設けるようにしている。よって、当
接部にストッパーとしての機能をもたせて、カートリッジ本体内での保持具の位置変動を
抑えることが可能となる。
【００１１】
　なお、ここに記載された効果は必ずしも限定されるものではなく、本開示中に記載され
たいずれの効果であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本開示の実施の形態に係る磁気テープカートリッジを上面側から見た外観を表す
斜視図である。
【図２】図１に示した磁気テープカートリッジを下面側から見た外観を表す斜視図である
。
【図３】図１に示した磁気テープカートリッジの分解斜視図である。
【図４】図３に示した保持具を拡大して表す斜視図である。
【図５】図４に示した保持具の上面図である。
【図６】図３に示したリーダーピンおよび保持具をカートリッジ本体の下シェルに装着し
た状態を表す斜視図である。
【図７】図６に示した保持具およびカートリッジ本体の下シェルの上面図である。
【図８】参照例１における保持具およびカートリッジ本体の下シェルの構成を表す上面図
である。
【図９】参照例１において折り曲げ角度が１°ばらついた場合の、保持具の先端部の位置
ばらつきを説明するための図である。
【図１０】図７に示した保持具において折り曲げ角度が１°ばらついた場合の、保持具の
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先端部の位置ばらつきを説明するための図である。
【図１１】リーダーピンが屈曲した先端部を乗り越える際に、図７に示した保持具にかか
る二方向の力を説明するための平面図である。
【図１２】リーダーピンが屈曲した先端部を乗り越える際に、参照例１の保持具にかかる
二方向の力を説明するための平面図である。
【図１３】変形例１に係る保持具およびカートリッジ本体の下シェルの上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本開示の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以下
の順序で行う。
１．実施の形態（第１の折り曲げ部および第２の折り曲げ部が、直角または略直角の折り
曲げ角度を有する例）
２．変形例１（第１の折り曲げ部および第２の折り曲げ部が、鋭角の折り曲げ角度を有す
る例）
【００１４】
　図１および図２は、本開示の実施の形態に係る磁気テープカートリッジを上面側および
下面側から見た外観をそれぞれ表したものである。この磁気テープカートリッジ１は、デ
ータ保存用の記録媒体として用いられるものであり、例えば、カートリッジ本体１０を有
している。カートリッジ本体１０は、各々合成樹脂材料の射出成形体でなる上シェル１１
と下シェル１２とを有している。上シェル１１の上面前方側には、テープドライブ装置に
対するカートリッジの挿入方向を示す表示１３が設けられている。カートリッジ本体１０
の側壁１４Ａには、磁気テープ（図１および図２には図示せず、図３参照。）の一端を外
部へ引き出すためのテープ引出口１５が設けられている。テープ引出口１５は、スライド
ドア１６により開閉可能となっている。
【００１５】
　図３は、図１および図２に示した磁気テープカートリッジ１を分解して、その内部構成
を表したものである。磁気テープカートリッジ１は、カートリッジ本体１０と、磁気テー
プ２０を巻装可能なリール３０とを有している。リール３０とカートリッジ本体１０の上
シェル１１との間には、リールロック機構４０が設けられている。カートリッジ本体１０
のテープ引出口１５近傍には、リーダーピン５０および保持具６０が設けられている。
【００１６】
　カートリッジ本体１０は、上シェル１１と下シェル１２との間に、磁気テープ２０を巻
装したリール３０を収容可能である。上シェル１１と下シェル１２とは、例えば、複数本
のネジ部材１７により結合されている。
【００１７】
　カートリッジ本体１０の側壁１４Ａには、上述したように、テープ引出口１５およびス
ライドドア１６が設けられている。この側壁１４Ａの内方には、側壁１４Ａと所定の間隔
をおいて対向する壁部１６Ａが設けられており、側壁１４Ａと壁部１６Ａとによって、ス
ライドドア１６の移動を案内するガイド溝１６Ｂが構成されている。なお、図３には下シ
ェル１１側のガイド溝１６Ｂのみを表しており、ガイド溝１６Ｂは、図示しないが、上シ
ェル１２側にも同様な構成で構成されている。
【００１８】
　スライドドア１６の一側縁部には、テープドライブ装置のテープローディング機構との
係合によりスライドドア１６を開放するための係合部１６Ｃが設けられている。ガイド溝
１６Ｂ内には、スライドドア１６を閉位置へ付勢するＷ字状のトーションバネ１６Ｄが収
容されている。
【００１９】
　カートリッジ本体１０の他の側壁１４Ｂの内方には、セイフティタブ１８がスライド自
在に取り付けられると共に、ＩＣ（Integrated Circuit）基板１９が傾斜配置されている
。セイフティタブ１８は、磁気テープ２０に記録された情報の誤消去を防止するものであ
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る。ＩＣ基板１９は、磁気テープ２０に記録された情報に関する内容を非接触で読み書き
可能である。
【００２０】
　磁気テープ２０の構成は特に限定されないが、例えば、ポリエステル等のベースフィル
ムに非磁性の下地層および磁性層を設けたものである。
【００２１】
　リール３０は、例えば、磁気テープ２０の巻芯部となるリールハブ３１と、リールハブ
３１の上端に接合された上フランジ３２と、リールハブ３１の下端に一体形成された下フ
ランジ３３とを有し、それぞれ合成樹脂材料の射出成形体で形成されている。リール３０
の下面中央には、テープドライブ装置（記録再生装置）のリール回転駆動軸と係合するチ
ャッキングギヤ３４が環状に形成されている（図３には図示せず、図２参照。）。チャッ
キングギヤ３４は、図２に示したように、下シェル１２の中央に設けられた開口部１２Ａ
を介して外部へ露出している。このチャッキングギヤ３４の内周側には、リール回転駆動
軸と磁気吸着する環状の磁性金属プレート３５が、インサート成形によりリールハブ３１
の底部外面に固着されている。
【００２２】
　リールロック機構４０は、磁気テープカートリッジ１の非使用時におけるリール３０の
回転を抑止するものであり、例えば、上シェル１２の内面とリール３０との間に、リール
スプリング４１、リールロック部材４２およびスパイダー４３が順に配置された構成を有
している。
【００２３】
　スパイダー４３は略三角形状を有し、その各頂点部に複数の脚部４３Ａが下方へ突出し
ている。複数の脚部４３Ａは、リールハブ３１の内部に形成された挿入孔３１Ａにそれぞ
れ挿入されている。スパイダー４３の上面には摺接面４３Ｂが設けられており、この摺接
面４３Ｂに対して、リールロック部材４２の下面中央に設けられた略球面形状の突出部（
図示略）が接触し、これによりリールロック部材４２が回転可能に支持されている。
【００２４】
　リールロック部材４２は、コイルバネでなるリールロックスプリング４１の付勢力を受
け、その底面に環状に形成されたギヤ部４２Ａが、リールハブ３１の内部に立設された円
弧状の複数のギヤ部３１Ｂと噛合することにより、磁気テープカートリッジ１の非使用時
におけるリール３０の回転を規制するようになっている。
【００２５】
　なお、磁気テープカートリッジ１の使用時には、図示しないテープドライブ装置のリー
ル回転駆動軸がスパイダー４３の脚部４３Ａを下方から押圧し、リールロックスプリング
４１の付勢力に抗してリールロック部材４２を上方へ移動させる。これにより、リールロ
ック部材４２のギヤ部４２Ａとリールハブ３１のギヤ部３１Ｂとの噛合が解除されて、リ
ール３０が回転自在とされる。
【００２６】
　リーダーピン５０は、リール３０に巻装された磁気テープ２０の一端部に固着されて取
り付けられている。リーダーピン５０は、非使用時には、カートリッジ本体１０のテープ
引出口１５の内方側に設けられたピン保持部５１に直立状態で収容されるようになってい
る。ピン保持部５１は、例えば、カートリッジ本体１０の上壁内面（上シェル１１の内面
）および底壁内面（下シェル１２の内面）に設けられた円形の窪みであり、それぞれリー
ダーピン５０の上端部および下端部を収容可能である。
【００２７】
　保持具６０は、カートリッジ本体１０内におけるピン保持部５１近傍に設けられ、リー
ダーピン５０をピン保持部５１に着脱可能に保持するものである。
【００２８】
　図４は、図３に示した保持具６０を拡大して表したものである。図５は、図４に示した
保持具６０を上面側から見た構成を表したものである。保持具６０は、例えば、ステンレ
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ス等の金属板の打抜きプレス加工により形成されたものであり、弾性部材６１と、取付部
材６２と、連結部材６３と、板面部材６４とを有している。
【００２９】
　弾性部材６１は、弾性変形によりリーダーピン５０をピン保持部５１に着脱可能に保持
するものである。弾性部材６１は、板ばねとなる平板部分の一端に、屈曲した先端部６０
Ａを有し、平板部分の他端は連結部材６３に接続されている。取付部材６２は、カートリ
ッジ本体１０の内面に沿って直立状態で取り付け可能である。連結部材６３は、取付部材
６２と弾性部材６１とを、後述する第１折り曲げ部６３Ａおよび第２折り曲げ部６３Ｂを
介して繋いでいる。板面部材６４は、保持具６０の姿勢を保持するものであり、取付部材
６２の下端からカートリッジ本体１０の下シェル１２の底面に沿って直角または略直角に
折り曲げられている。板面部材６４の平面形状は特に限定されず、矩形以外の形状であっ
てもよい。
【００３０】
　図６は、図３に示したリーダーピン５０および保持具６０をカートリッジ本体１０の下
シェル１２に装着した状態を表したものである。図７は、図６に示した保持具６０および
カートリッジ本体１０の下シェル１２を上面側から見た構成を表したものである。
【００３１】
　図６以降の図面および以下の説明においては、上シェル１１と下シェル１２の対向方向
をＺ方向とし、テープ引出口１５を保持具６０が出入りする方向をＸ方向とし、Ｘ方向お
よびＺ方向に垂直な方向をＹ方向とする。
【００３２】
　カートリッジ本体１０は、例えば、収容溝７１と、支持リブ７２と、凹部７３とを有し
ている。収容溝７１は、弾性部材６１および連結部材６３を収容するものである。収容溝
７１の途中には、弾性部材６１の弾性変形の支点となる半円形の凸部７４が設けられてい
る。支持リブ７２は、取付部材６２をカートリッジ本体１０の内面との間に挟み込んで保
持するものである。凹部７３は、板面部材６４の取付位置を規定するものである。収容溝
７１および凹部７３は、リーダーピン５０が収容されるピン保持部５１と同じ深さで設け
られている。
【００３３】
　リーダーピン５０は、カートリッジ本体１０内に収納された第１位置Ｐ１、すなわちピ
ン保持部５１と、カートリッジ本体外に取り出された第２位置Ｐ２、すなわちテープドラ
イブ装置（図示せず）側との間で移動可能である。保持具６０の弾性部材６１は、屈曲し
た先端部６０Ａがリーダーピン５０の移動の経路Ｐ３内に突出すると共に、リーダーピン
５０の移動に追従して弾性変形可能である。また、保持具６０は、リーダーピン５０の移
動によりカートリッジ本体１０に当接可能な当接部６０Ｂを有している。これにより、こ
の磁気テープカートリッジ１では、カートリッジ本体１０内での保持具６０の位置変動を
抑えることが可能となっている。
【００３４】
　当接部６０Ｂが保持具６０のどの部分に設けられるかについては特に限定されないが、
例えば、当接部６０Ｂは、連結部材６３に設けられていることが好ましい。具体的には、
連結部材６３は、弾性部材６１側の第１折り曲げ部６３Ａと、取付部材６２側の第２折り
曲げ部６３Ｂとを有しており、当接部６０Ｂは、第１折り曲げ部６３Ａにより構成されて
いることが好ましい。これにより、後述するように、リーダーピン５０の第２位置Ｐ２か
ら第１位置Ｐ１への復帰に伴う保持具６０の過度な位置変動を規制することが可能となる
。
【００３５】
　第１折り曲げ部６３Ａおよび第２折り曲げ部６３Ｂは、取付部材６２または弾性部材６
１に対して直角または略直角の折り曲げ角度θを有することが好ましい。理由は以下の通
りである。第１折り曲げ部６３Ａおよび第２折り曲げ部６３Ｂには、折り曲げ角度θのば
らつきが生じる。この折り曲げ角度θのばらつきは、保持具６０の屈曲した先端部６０Ａ
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の位置ばらつきにつながる。折り曲げ角度θを直角または略直角とすることにより、先端
部６０Ａの位置ばらつきを低減することが可能となる。また、後述するクリアランスＣを
小さくすることが可能となり、当接部６０Ｂの効果を更に高めることが可能となる。
【００３６】
　図８は、折り曲げ角度θを鈍角とし、９０°を超えて更に例えば２５°外側へ斜めに折
り曲げるようにした参照例１の構成を表している。この参照例１において、１°の折り曲
げ角度θのばらつきが生じた場合、取付部材６２と弾性部材６１とのＹ方向距離ｄを２．
０ｍｍとすると、図９に示したように、先端部６０ＡのＸ方向の位置ばらつきａは、ａ＝
２．０ｔａｎ２６°－２．０ｔａｎ２５°＝０．０４３ｍｍとなる。
【００３７】
　これに対して、折り曲げ角度θを９０°とし、１°の折り曲げ角度θのばらつきが生じ
た場合には、図１０に示したように、先端部６０ＡのＸ方向の位置ばらつきｂは、ｂ＝２
．０ｔａｎ１°＝０．０３４ｍｍとなる。よって、先端部６０ＡのＸ方向の位置ばらつき
ｂは、参照例１に比べて、折り曲げ角度θのばらつき１°につき約８％の低減となる。
【００３８】
　なお、ここにいう「直角または略直角の折り曲げ角度θ」とは、幾何学的な直角（９０
°）だけでなく実質的に直角といえる程度の範囲内、例えば９０°プラスマイナス５°の
範囲の角度を含む。
【００３９】
　また、図７に示した当接部６０Ｂがカートリッジ本体１０のどこに当接するかについて
も、特に限定されないが、例えば、当接部６０Ｂは、収容溝７１に当接可能であることが
好ましい。
【００４０】
　具体的には、収容溝７１は、リーダーピン５０の移動により当接部６０Ｂが当接可能な
受け部７１Ａを有し、受け部７１Ａは、取付部材６２または弾性部材６１に対して傾斜し
た面であることが好ましい。このような構成をとることにより、当接部６０Ｂがカートリ
ッジ本体１０に当接する部位を明確化することが可能となる。
【００４１】
　また、このような受け部７１Ａは、収容溝７１に設けられた段差状の突起部７１Ｂであ
ることが好ましい。これにより、後述するクリアランスＣを容易に調整することが可能と
なる。なお、突起部７１Ｂは必ずしも設けなくてもよい。
【００４２】
　更に、図７に示した第１折り曲げ部６３Ａおよび第２折り曲げ部６３Ｂの内側半径Ｒは
、例えば１．０ｍｍ以下とすることが好ましい。内側半径Ｒが大きいと、曲げが安定せず
、スプリングバックが発生しやすい。また、内側半径Ｒが小さい場合、折り曲げの際にク
ラックを生じやすくなり、破損の原因となるおそれがある。第１折り曲げ部６３Ａおよび
第２折り曲げ部６３Ｂの内側半径Ｒを１．０ｍｍ以下とすることで、折り曲げ角度θを安
定化すると共に、第１折り曲げ部６３Ａおよび第２折り曲げ部６３Ｂの強度を確保するこ
とが可能となる。
【００４３】
　この磁気テープカートリッジ１は、次のように動作する。
【００４４】
　磁気テープカートリッジ１の使用時には、テープ引出口１５のスライドドア１６が開放
され、リーダーピン５０がカートリッジ本体１０内のピン保持部５１（第１位置Ｐ１）か
らカートリッジ本体外の第２位置Ｐ２、例えばテープドライブ装置（図示せず）内に取り
出される。これと共に、磁気テープ２０がリール３０から繰り出され、テープドライブ装
置（図示せず）において磁気テープ２０への情報の書込みまたは読出しの操作が行われる
。
【００４５】
　一方、テープドライブ装置（図示せず）での使用が終了すると、磁気テープ２０がリー
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ル３０に巻き取られ、リーダーピン５０が第２位置Ｐ２からカートリッジ本体１０内のピ
ン保持部５１（第１位置Ｐ１）に向けて移動する。その際、リーダーピン５０は、保持具
６０の弾性部材６１を、凸部７４を支点として矢印Ｒ６１に示したように概ねＹ方向に弾
性変形させて、屈曲した先端部６０Ａを乗り越え、カートリッジ本体１０内の所定の位置
、すなわちピン保持部５１（第１位置Ｐ１）に収納される。
【００４６】
　リーダーピン５０が屈曲した先端部６０Ａを乗り越える際、図１１に示したように、屈
曲した先端部６０Ａには、ばねを変形させる方向（Ａ方向）の力と、リーダーピン５０の
挿入方向（Ｂ方向）の力とが発生する。Ｂ方向の力は、保持具６０をカートリッジ本体１
０内でＢ方向へ移動させようとする力となる。この保持具６０自体のＢ方向への移動は、
先端部６０Ａの位置の変動を招き、これにより弾性部材６１のばね力のばらつきの原因と
なる。
【００４７】
　ここでは、保持具６０が、リーダーピン５０の移動によりカートリッジ本体１０に当接
可能な当接部６０Ｂを有している。よって、リーダーピン５０の移動により保持具６０の
位置がＢ方向に変動した場合に、当接部６０Ｂがカートリッジ本体１０に当接することに
より、それ以上の位置変動が規制される。すなわち、当接部６０Ｂがストッパーとしての
機能を有することが可能となる。よって、先端部６０Ａの位置の変動が抑えられ、これに
より弾性部材６１のばね力のばらつきが抑制される。
【００４８】
　また、同じく図１１に示したように、リーダーピン５０がピン保持部５１（第１位置Ｐ
１）にある場合には、当接部６０Ｂすなわち第１折り曲げ部６３Ａと収容溝７１との間に
クリアランスＣが設けられていることが好ましい。もしこのクリアランスＣが設けられて
いない場合には、組立ての際に保持具６０が収容溝７１の外側に乗り上げてしまうおそれ
がある。クリアランスＣを設けておくことにより、組立ての際に保持具６０を収容溝７１
内に容易に設置することが可能となり、組立て作業効率が向上する。なお、図７および図
１１では、クリアランスＣが極めて小さいので当接部６０Ｂすなわち第１折り曲げ部６３
Ａと収容溝７１とが接しているように見えている。

                                                                                
【００４９】
　これに対して、図１２は、折り曲げ角度θを鈍角とした参照例１において、リーダーピ
ン５０が第２位置Ｐ２から第１位置Ｐ１に復帰しようとする場合を表している。参照例１
においても、上述と同様に、リーダーピン５０が屈曲した先端部６０Ａを乗り越える際、
屈曲した先端部６０Ａには、ばねを変形させる方向（Ａ方向）の力と、リーダーピン５０
の挿入方向（Ｂ方向）の力とが発生する。しかしながら、参照例１では、折り曲げ角度θ
が鈍角なので、第１折り曲げ部６３Ａと収容溝７１との間のクリアランスＣが大きくなっ
ている。そのため、保持具６０がＢ方向へ移動しても第１折り曲げ部６３Ａが収容溝７１
に当接することはなく、先端部６０Ａの位置ばらつきが大きくなり、弾性部材６１のばね
力のばらつきも増大する。すなわち、参照例１では、第１折り曲げ部６３Ａにストッパー
としての機能をもたせることが想定されていない。
【００５０】
　このように本実施の形態では、保持具６０に、リーダーピン５０の移動によりカートリ
ッジ本体１０に当接可能な当接部６０Ｂを設けるようにしている。よって、当接部６０Ｂ
にストッパーとしての機能をもたせて、カートリッジ本体１０内での保持具６０の位置変
動を抑えることが可能となる。
【００５１】
　また、第１折り曲げ部６３Ａおよび第２折り曲げ部６３Ｂの折り曲げ角度θを、取付部
材６２または弾性部材６１に対して直角または略直角とするようにしたので、折り曲げ角
度θのばらつきに起因する、保持具６０の屈曲した先端部６０Ａの位置ばらつきを低減す
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ることが可能となる。また、第１折り曲げ部６３Ａと収容溝７１との間のクリアランスＣ
を小さくすることが可能となり、当接部６０Ｂの効果を更に高めることが可能となる。
【００５２】
　更に、第１折り曲げ部６３Ａおよび第２折り曲げ部６３Ｂの内側半径Ｒを、例えば１．
０ｍｍ以下とするようにしたので、折り曲げ角度θを安定化すると共に、第１折り曲げ部
６３Ａおよび第２折り曲げ部６３Ｂの強度を確保することが可能となる。
【００５３】
（変形例１）
　なお、上記実施の形態では、第１の折り曲げ部６３Ａおよび第２の折り曲げ部６３Ｂが
、直角または略直角の折り曲げ角度θを有し、収容溝７１の受け部７１Ａが傾斜面である
場合について説明した。しかしながら、図１３に示したように、第１折り曲げ部６３Ａお
よび第２折り曲げ部６３Ｂは、鋭角の折り曲げ角度θを有していることも可能である。こ
こにいう「鋭角の折り曲げ角度θ」は、例えば、８５°以上９０°未満の範囲であること
が好ましい。また、この場合、収容溝７１の受け部７１Ａは、取付部材６２または弾性部
材６１に対して直角または略直角（例えば９０°プラスマイナス５°の範囲）であること
が好ましい。
【００５４】
　以上、実施の形態を挙げて本開示を説明したが、本開示は上記実施の形態に限定される
ものではなく、種々の変形が可能である。例えば、上記実施の形態において説明した各構
成要素の形状、寸法および材料などは限定されるものではなく、他の形状、寸法および材
料としてもよい。
【００５５】
　また、例えば、上記実施の形態では、磁気テープカートリッジ１の構成を具体的に挙げ
て説明したが、全ての構成要素を備える必要はなく、また、他の構成要素を更に備えてい
てもよい。
【００５６】
　更に、本開示はＬＴＯフォーマット以外の磁気テープカートリッジにも適用可能である
。
【００５７】
　なお、本明細書に記載された効果はあくまで例示であって限定されるものではなく、ま
た他の効果があってもよい。
【００５８】
　本技術は以下のような構成を取ることも可能である。
（１）
　磁気テープを巻装可能なリールと、
　前記リールを収容可能なカートリッジ本体と、
　前記リールに巻装された前記磁気テープに取り付けられ、前記カートリッジ本体内に収
容された第１位置と前記カートリッジ本体外に取り出された第２位置との間で移動可能な
リーダーピンと、
　前記カートリッジ本体内に設けられ、先端部が前記リーダーピンの移動の経路内に突出
すると共に前記リーダーピンの移動に追従して弾性変形可能な弾性部材を有する保持具と
　を備え、
　前記保持具は、前記リーダーピンの移動により前記カートリッジ本体に当接可能な当接
部を有する
　磁気テープカートリッジ。
（２）
　前記保持具は、
　前記弾性部材と、
　前記カートリッジ本体の内面に取付け可能な取付部材と、
　前記取付部材と前記弾性部材とを繋ぐ連結部材と
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　を有し、
　前記当接部は、前記連結部材に設けられている
　前記（１）記載の磁気テープカートリッジ。
（３）
　前記カートリッジ本体は、前記弾性部材および前記連結部材を収容する収容溝を有し、
　前記当接部は、前記リーダーピンの移動により前記収容溝に当接可能である
　前記（２）記載の磁気テープカートリッジ。
（４）
　前記リーダーピンが前記第１位置にある場合に、前記当接部と前記収容溝との間にクリ
アランスが設けられている
　前記（３）記載の磁気テープカートリッジ。
（５）
　前記当接部は、前記リーダーピンの前記第２位置から前記第１位置への移動により前記
収容溝に当接可能である
　前記（３）または（４）記載の磁気テープカートリッジ。
（６）
　前記連結部材は、前記弾性部材側の第１折り曲げ部と、前記取付部材側の第２折り曲げ
部とを有し、
　前記当接部は、前記第１折り曲げ部により構成されている
　前記（２）ないし（５）のいずれかに記載の磁気テープカートリッジ。
（７）
　前記第１折り曲げ部および前記第２折り曲げ部は、前記取付部材または前記弾性部材に
対して直角または略直角の折り曲げ角度を有する
　前記（６）記載の磁気テープカートリッジ。
（８）
　前記直角または略直角の折り曲げ角度は、９０°プラスマイナス５°の範囲である
　前記（７）記載の磁気テープカートリッジ。
（９）
　前記収容溝は、前記リーダーピンの移動により前記当接部が当接可能な受け部を有し、
前記受け部は、前記取付部材または前記弾性部材に対して傾斜した面である
　前記（７）または（８）記載の磁気テープカートリッジ。
（１０）
　前記受け部は、前記収容溝に設けられた突起部である
　前記（９）記載の磁気テープカートリッジ。
（１１）
　前記第１折り曲げ部および前記第２折り曲げ部は、鋭角の折り曲げ角度を有する
　前記（６）記載の磁気テープカートリッジ。
（１２）
　前記鋭角の折り曲げ角度は、８５°以上９０°未満の範囲である
　前記（１１）記載の磁気テープカートリッジ。
（１３）
　前記収容溝は、前記リーダーピンの移動により前記当接部が当接可能な受け部を有し、
前記受け部は、前記取付部材または前記弾性部材に対して直角または略直角である
　前記（１１）または（１２）記載の磁気テープカートリッジ。
（１４）
　前記第１折り曲げ部および前記第２折り曲げ部の内側半径は１．０ｍｍ以下である
　前記（６）ないし（１３）のいずれかに記載の磁気テープカートリッジ。
【符号の説明】
【００５９】
　１…磁気テープカートリッジ、１０…カートリッジ本体、１１…上シェル、１２…下シ
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ェル、１３…表示、１４Ａ，１４Ｂ…側壁、１５…テープ引出口、１６…スライドドア、
２０…磁気テープ、３０…リール、４０…リールロック機構、５０…リーダーピン、５１
…ピン保持部（第１位置）、６０…保持具、６０Ａ…先端部、６０Ｂ…当接部、６１…弾
性部材、６２…取付部材、６３…連結部材、６４…板面部材、６３Ａ…第１折り曲げ部、
６３Ｂ…第２折り曲げ部、７１…収容溝、７１Ａ…受け部、７２…支持リブ、７３…凹部
、７４…凸部、Ｃ…クリアランス、Ｐ１…第１位置、Ｐ２…第２位置、Ｐ３…リーダーピ
ンの移動の経路。

【図１】

【図２】

【図３】
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